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し
ょ
う
ず
い
や
か
た

徳
予

勝
瑞
館

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町
勝
瑞
字
東
勝
地

２
　
調
査
期
間
　
　
一　

一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
五
月
～

一
二
月
、
二
　
一
一〇

〇
五
年

一
〇
月
～
二
〇
〇
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
藍
住
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
重
見
高
博

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

勝
瑞
館
跡
は
、
吉
野
川
下
流
北
岸
の
沖
積
平
野
上
に
位
置
す
る
。
勝
瑞
は
、

室
町
時
代
に
細
川
氏
が
守
護
所

を
設
置
し
た
地
で
、
中
世
阿
波

の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
。
戦

国
時
代
に
阿
波
の
実
権
を
握

っ

た
三
好
氏
も
ま
た
勝
瑞
を
本
拠

と
し
、
た
び
た
び
畿
内
へ
進
出

動

し
た
。
勝
瑞
館
跡
は
こ
の
三
好

徳

氏
の
城
館
と
推
定
さ
れ
る
。

勝
瑞
館
跡
で
は
整
備
の
た
め

に
一
九
九
七
年
度
か
ら
継
続
し
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

調
査
で
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上
幅
が
一
〇
ｍ
を
超
え
る
大
規
模
な
濠
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
勝

瑞
館
跡
は
こ
の
よ
う
な
濠
に
囲
ま
れ
た
複
数
の
曲
輪
か
ら
な
る
城
館
で
あ
っ
た

と
想
定
さ
れ
て
い
る
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た
、
ニ
カ
所
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曲
輪
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水
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園
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異
な
っ
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形
式
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庭
園
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検
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れ
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お
り
、
遺
跡
を
特
徴
付
け
て
い
る
。

枯
山
水
式
庭
園
で
は
会
所
、
池
庭
で
は
主
殿
と
考
え
ら
れ
る
建
物
が
、
そ
れ
ぞ

れ
検
出
さ
れ
て
い
る
。
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果
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上
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一
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～
一
三
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を
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。

濠
底
に
は
、
濠
が
常
時
滞
水
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
有
機
質
粘
土
が
堆
積
し
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
大
量
の
木
製
品
と
と
も
に
木
簡

一
二
点
が
出
土
し
た
。
そ
の

他
、
土
師
器
皿
や
陶
磁
器
類
な
ど
の
遺
物
も
出
土
し
て
お
り
、
濠
の
年
代
は

一

六
世
紀
後
半
に
比
定
さ
れ
る
。
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第

一
一
次
調
査
は
、
勝
瑞
館
の
広
が
り
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
調
査
地
は
、
第

一
〇
次
調
査
で
検
出
し
た
濠
の
北
側
延
長
部
分
に

あ
た
り
、
濠
が
東
方
向
へ
屈
曲
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
調
査

の
結
果
、
濠
を
は
じ
め
通
路
状
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
濠
は
屈
曲
す
る
部
分

で
や
や
狭
く
な
り
、
そ
こ
で
は
橋
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
杭
や
、
一肩
上
部
で
は

礎
石
建
物
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。



検
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し
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濠
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三
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濠
底
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粘
土
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堆
積
し
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お

り
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時
滞
水
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
有
機
質
粘
土
層
か
ら
は
大
量
の
木
製

品
が
出
土
し
て
お
り
、
本
簡
は
こ
の
堆
積
層
か
ら
五
点
出
土
し
た
。
そ
の
中
に

は
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禄
七
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（
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）
の
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を
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つ
卒
塔
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が
あ
り
、
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跡
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を
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え
る
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で
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と
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え
る
。
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